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要 旨

横口蓋ヒダの発生過程を明らかにすることを目

的として,胎生13日から21日までのラット胎仔の

口蓋を走査電子顕微鏡で観察した｡

横口蓋ヒダは胎生15日で口蓋板がまだ垂直位に

ある時にすでに認められ,二次口蓋の形成に伴っ

て徐々に増加する｡

横口蓋ヒタ､､には歯槽堤より前方の横走する3本

の太いヒダと,歯槽堤の間にあり,歯槽堤から正

中に向かって斜め前方に走る<への字>型の5本

の細いヒダが区別されるが,最前方の1本を除い

てヒダは口蓋板の内側縁から離れた領域から生じ,

徐々に正中に向かって伸びだして,最終的に正中

で左右が連続する｡

出生直前では歯槽堤より前方の横口蓋ヒダは直

線状の走行を示し,最前方のヒダは切歯乳頭と連

続的に移行する｡また,歯槽堤間の横口蓋ヒダは

強く屈曲するが,その程度は前方で強く後方で弱

い ｡

ラットではヒトで言われているような横口蓋ヒ

ダの胎生期における廃退現象は認められない｡

緒 言

横口蓋ヒダ plicapalatinaetransversaeは動

物種により特有の形態を有しており,その走行,

数,高さは硬口蓋の形態とともに動物の食性をよ

く反映していると言われている｡これらのヒダは

主に岨嶋と噴下に関与しているが,新生児におい

ては吸乳時の,またヒトにおいては発音時の補助

装置としての働きも有していることが知られてい

る｡

横口蓋ヒダについて初めて記載したのは Win-

slow (1753)であると言われる｡その後,Gegen-

baur(1878)1),Retzius(1906)2)の詳細な報告に

次いで Henkel(1926)3),Murakami(1931)4),
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贋田 (1933)5),藤井 (1939)6),Ogawa(1940)7),

光井 (1954)8),Lysell (19559),195610)),佐藤

(1956)ll),杉山 (1957)12),山崎 (1962)13),山田

ら (1965)14)および岩久 (197415),197616))らに

よって形態学的,人類学的,および比較解剖学的

見地から種々の検討力功口えられているが,発生学

的な研究は少なく,わずかに Gegenbaur,Retzius,

藤井,光井,杉山のヒト胎生期での報告があるに

すぎない｡しかしながら,これら胎生期の研究に

おいても,その主眼は胎齢の増加に伴うヒダの条

数の変化におかれており,横口蓋ヒダの発生を二

次口蓋の形成との関連から観察した報告はほとん

どなされていない｡これは1つには,これまでの

研究が肉眼あるいは実体顕微鏡下で行われている

こと,またヒトでは胎児を経時的に観察すること

が困難であるという理由によるものと考えられる｡

そこで我々は種々の胎齢の試料を入手しやすい

ラットと高倍率 ･高分解能の走査電子顕微鏡を用

いることにより,横口蓋ヒダの発生過程を観察し,

興味ある知見を得たので報告する｡

材 料 と 方 法

Wistar系ラッド (20̂0-250g) を用い, 1晩

m早t/ing させた翌朝,腫垢検査により精子が認め

られた日を胎生0日として,胎生13日から胎生21

日までの胎仔を観察の対象とした｡

妊娠ラットにネンブタール腹腔内麻酔を施して

開腹し,帝王切開により胎仔を取 り出して断頭し

た後,ただちに4%パラフォルムアルデヒド(0.1M

リン酸緩衝,pH7.4)で7-10日間浸漬固定を行っ

た｡

固定の終了した試料は実体顕微鏡下で下顎およ

び舌を切 り離して口蓋を露出させ,十分に水洗し

た後,上昇アルコール系列で脱水して臨界点乾燥

を行い,EikoIB-3イオンコ-タで金蒸着を施し

て,日立 S-510走査電子顕微鏡により観察を行っ

た｡

結 果

胎生13日:頭顔面部では前頭突起,上顎突起,

下顎突起が区別され,左右の下顎突起はすでに癒

合している｡前頭突起の外下方には鼻寓と内側お

よび外側鼻突起が形成されており,内側鼻突起と

上顎突起が癒合を開始し,左右の内側鼻突起が徐

々に近付いてくるが,この時期ではまだ一次口蓋

は形成されていない (図1)｡

一方,口腔内をみると,原始口腔の前方に原始

後鼻孔の小孔,後方正中部にはラトケ嚢の小孔が

認められるが,口蓋板はまだはっきりとした形態

を示しておらず,上顎突起の内側にあるわずかな

高まりとして観察されるにすぎない (図2)｡

胎生14日:この頃になると,上顎突起と内側鼻

突起の癒合は完了し,一次口蓋が形成されている｡

外鼻孔と交通する原始後鼻孔は前後に細長 く伸び,

口蓋板はその外側を平行に前後に走って咽頭に終

っている｡この口蓋板の前方部は一次口蓋と鼻中

隔に接し,下内万を向いているが,より後方部で

は方向を変え,垂直に下方を向いて舌の側方でこ

れを抱き込んでいる｡

この時期の口蓋板の前方部で一次口蓋と接して

いる領域をみると,横口蓋ヒダの原基と思われる

わずかな横走する線状の高まりが認められるが,

それほど明瞭ではない (図3)0

胎生15日:この頃から口蓋板はその前方約1/3

の領域から正中に向かって伸びだLを始める｡こ

の伸びだLに伴って胎生14日で口蓋板の前方部領

域に認められた線状の高まりは,明瞭なヒダとし

て片側に2本もしくは3本が認められるようにな

る (図4)｡

胎生16日:胎生16日は左右の口蓋板が癒合する

時期であり,癒合のさまざまなステージを観察す

ることができる｡これまで下内方および下方を向

いていた口蓋板は,舌の上方に位置するようにな

って水平方向を向くようになる｡口蓋板の癒合は

胎生15日で正中-の伸びだしのみられた前方約1/3

の領域から始まり,前方と後方に向かって癒合が

広がってゆく｡しかしながら,前方と後方では癒

合の進行速度が異なっており,後方に比べて前方

は遅い｡また,癒合の進行に伴い,臼歯の萌出す

る領域に歯槽堤が作られるようになる｡

横口蓋ヒダはこの時期のすべてのステージで明

瞭に認められる｡最前万のヒダは口蓋板の前方で
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図1.胎生13日のラット顔面突起 :内側鼻突起 (Mnp)と上顎突起 (Mxp)が癒合し,左右の内側鼻突起

が近付いてくる｡Fp:前頭突起,Mdp:下顎突起,Lnp:外側鼻突起 ×40

図2.図1の下顎突起を除去したもの :上顎突起 (Mxp)の内側に口蓋板 (Ps)の原基が見られる｡Rp:

ラトケ嚢,Pc:原始後鼻孔 ×45

図3.胎生14日の口蓋 :口蓋板は下方を向いており,口蓋板 (Ps)の前方部には横口蓋ヒダ (Tr)の原基

である線状の高まりが見られる｡Pc:原始後鼻孔 ×50

図4.胎生15日の口蓋 :口蓋板 (Ps)は前方約 1/3の領域から正中に向かって伸びだLを始める｡この

頃になると横口蓋ヒダ (Tr)は口蓋板の前方部で明瞭に認められる｡ ×45
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図5.胎生16日の口蓋 :左右の口蓋板 (Ps)が水平位に転じ,一部で接触した時期｡横口蓋ヒダ (Tr)は

口蓋板の前方では明瞭だが,後方では不明瞭である｡ ×40

図6.胎生16日の口蓋 :口蓋板 (Ps)の癒合の進行に伴って横口蓋ヒダ (Tr)が増加するが,これらのヒ

タ､､は口蓋板の内側縁からは離れた領域に位置し,正中に達することはない｡Ar:歯槽堤 ×40

一次口蓋に接する領域にあり,その後方にある正

中からやや後外側に斜走する2本と合わせて太い

ヒダが3本認められる｡さらにその後万で口蓋板

がまだ癒合していない領域では,歯槽堤の口蓋側

から正中に向かう (への字型)に屈曲した細いヒ

ダがみられ,癒合の進行とともにヒダが増加する｡

これらのヒダは,最前方の1本を除いてはいず

れも口蓋板の内側縁から離れた領域にあり,癒合

の進行とともに正中に近づいてはくるものの,こ

の時期では左右が正中で連続することはない (図

5, 6)0

胎生17日:左右の口蓋板は前方部で一次口蓋とi

接するところにわずかに末癒合の領域を残しては

いるものの,後方では完全に癒合して二次口蓋が

形成され,鼻腔と口腔が境されるようになる｡ま

た,歯槽堤が更に高くなることにより口蓋のアー

チは明瞭となる｡

歯槽堤の前方にある3本の横口蓋ヒダは左右の

ものが正中で合し,連続した一本の高まりとして

直線状の走向を示すようになる｡

一万,歯槽堤間にある細いヒダは5本が明瞭に

区別されるようになり,すべて (-の字型)を示

しているが,その屈曲の程度は前方で強く,後方

で弱い｡また,これらのヒダは一部を除いては左

右のものが正中で合しておらず,互いに独立して

いる (図7)0

胎生18日:一次口蓋と二次口蓋の接する部位で

の末癒合の領域は,切歯乳頭の発達とともに狭く

なり,歯槽堤の前方の3本のヒダは左右の連続性

と直進性がますます明瞭になってくる｡

一方,歯槽堤および口蓋の発達とともに歯槽堤

間にある細いヒダは,特に前方部において強い

〈-の字型)の屈曲を示し,徐々に左右のヒダが正′
中で連続するようになる｡また,左右歯槽堤間の

正中口蓋縫合部はやや隆起して,口蓋隆起を示す

ようになる (図8)0
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図7.胎生17日の口蓋 :口蓋板 (Ps)はほぼ完全に癒合して口腔と鼻腔を境する｡前方の横口蓋ヒダ

(Tr)は左右が正中で連続するが,後方のヒダは正中から離れて存在する｡ Ar:歯槽堤 ×40

図8.胎生18日の口蓋 :横口蓋ヒダ (Tr)は後方でも徐々に左右が連続し,前方の3本は直線状の,後

方の5本は (-の字型)の走行が著明になる｡

胎生19日-21日:この期間では,歯槽堤の前方

にある3本のヒダの太さと直進性および左右の連

続性がさらに明瞭になるとともに,後方の歯槽堤

間の5本の細いヒダにおいても左右の連続性 と

くへの字型)の屈曲が著明となってくる｡また,最

前万のヒダは切歯乳頭と移行的に連続するように

なる (図9,10)｡

考 察

1.横口蓋ヒダの出現時期

ヒト胎児において横口蓋ヒダが出現する時期に

ついて,Gegenbaur(1878)1)は頭尾長42-45mmの

胎児では全く見られないものの,55mmになると硬

口蓋の前半両側にほぼ対称的に配列する5-7条

のヒダが認められ,このうち前方の2-3条は正

中口蓋縫線に達していると述べている｡これに対

してRetzius(1906)2)は口蓋板の癒合が終了して

いない頭尾長31mmの胎児ですでに4-5条のヒダ

Ar:歯槽堤 ×30

を認めると報告し,次いで H∝hstetter(1936)17)

は頭尾長28mmの胎児で,さらに藤井 (1939)6)は右

側口蓋板は挙上しているものの左側はまだ垂直位

にある頭尾長22mmの胎児において,挙上している

右側のみに3条の横口蓋ヒダを認めたと報告して

いる｡その後,Wateman(1974)18)は二次口蓋の

癒合に関する走査電子顕微鏡的研究の過程におい

て,横口蓋ヒタ'､は口蓋板が垂直位にある時には認

められないが,後方は垂直位にあっても前方が挙

上する時期になると明瞭に認められるようになる

と報告した｡

一万,他の哨乳動物の胎仔における横口蓋ヒダ

の出現の時期については,やはり二次口蓋の癒合

に関する走査電子顕微鏡的研究の過程において,

Wateman(1973)19)が口蓋板が垂直位にある胎生

14-15日のマウスで,また Meller(1980)20)は同

様に口蓋板が垂直位にある胎生15日のウサギで,

それぞれ横口蓋ヒダの出現を認めている｡
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図9.胎生21日の口蓋の前方部 :最前万の横口蓋ヒダ (Tr)は切歯乳頭 (Ip)と移行的に連続する｡

×35

図10.胎生21日の口蓋の後方部 :横口蓋ヒダ (Tr) の屈曲はさらに強くなる｡ ×35

本研究のラット胎仔において初めて横口蓋ヒダ

が見られたのは胎生14日であるが,この時はわず

かな線状の高まりとして認められたにすぎない.

これがヒダとして明瞭に認められたのは,口蓋板

の前方部が垂直位から水平位に変わる時期に相当

する胎生15日で,ヒトにおけるGegenba∬,Retzius

はもとより,藤井の報告よりも早いが,Wateman

のヒトとマウス,および Mellerのウサギでの報

告とは一致している｡

横口蓋ヒダの出現時期に関するこれらの結果の

相違は,おそらくその観察手段,すなわち光学顕

微鏡と走査電子顕微鏡の分解能の差に起因するも

のであり,少なくともヒトをはじめマウス,ウサ

ギ,およびラットでは,横口蓋ヒダは口蓋板が垂

直位から水平位に変わる時期に初めて出現すると

考えてよいと思われる｡

2.横口蓋ヒダの成長と退化

Retziusは単孔類から人類に至る晴乳動物の横

口蓋ヒダ､について系統的な観察を行い,横口蓋ヒ

ダは有蹄類において最も発達し,その後動物の進

化に従ってヒダはその大きさと数を減じ,擬喉類

で廃退現象が現れ,類人猿では著明に,さらに人

類に及んでは極めて顕著となって,口蓋の後半部

ではヒダが欠如することを明らかにしている｡

一方,ヒト胎児における横口蓋ヒダは,Gegen-

baur,Retziusをはじめ多くの研究者が胎生3-

4ヶ月ですでに廃退現象を示し,その後廃退現象

は増齢とともに著明になることを報告している｡

成熟ラットの横口蓋ヒダについては,岩久

(1976)16)の詳細な報告がある｡岩久は横口蓋ヒ

ダを分類し,臼歯から前方の領域にある硬口蓋を

横走する隆起の明瞭な3本のヒダ(Ⅰ型ヒダ)と,

臼歯の領域にあり退化傾向が著しいと考えられる,

歯槽堤側から正中側に前内方に向かって斜めに走

- 20 -
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る5本のヒダ (変形ヒダ)の2つに分けている｡

本研究の胎生14日のラットで二次口蓋の前方に

認められた最初の横口蓋ヒダは,岩久のⅠ型ヒダ

に相当し,口蓋板の癒合する胎生16日には明瞭な

3本のヒダとして認められるま うになる｡また,

変形ヒダは口蓋板の癒合の進行 ととも〕に口蓋板の

内側縁から離れた歯槽堤の領域に現れ,徐々に正

中に向かって斜め前万に伸びだし,胎生17日で5

本が区別されるが,この屈曲の程度は前方で強 く,

また胎齢の増加 とともに著明となる｡これら2種

類のヒダは成長とともにますますその高さと幅を

増し,より明瞭となって左右が正中で連続するよ

うになる｡

すなわち,ラットでは前方の Ⅰ型ヒダに比べて

後方の変形ヒダは退化傾向にあると考えられるも

のの,少なくともヒトのように一度形成されたヒ

ダが二次的に消失するような廃退現象を示すこと

はないと言える｡

結 論

ラット胎仔における横口蓋ヒダの発生過程を走

査電子顕微鏡で観察した結果,以下の結論を得た｡

1)横口蓋ヒダは胎生15日で口蓋板が垂直位に

ある時ですでに認められる｡

2)横口蓋ヒダは最前万の1本を除き,口蓋板

の内側縁から離れた領域から生じ,徐々に正中に

向かって伸びだして最終的に正中で左右が合して

連続する｡

3)二次口蓋の形成に伴って,横口蓋ヒダは徐

々に増加し,前方の横走する3本の太いヒダと,

後方の歯槽堤から正中に向かって斜め前万に走る

(-の字〉型の5本の細いヒダが明瞭に認められ

るようになる｡

4)後方の横口蓋ヒダは前方で屈曲が強く,徳

方で弱い｡

5)最前万の横口蓋ヒダは切歯乳頭 と連続的に

移行する｡

6)ラットでは横口蓋ヒダの胎生期における廃

退現象は認められない｡
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